
緊急人道支援学会 ラウンドテーブルセッション 

 

人道支援における企業連携の可能性 

 

◼ 要旨 

国際協力の分野では、従来、国際機関、NGO、行政機関などが主要な実施主体とされてきたが、

近年では民間企業との協力・連携の可能性が広く模索されてきた。特に開発や環境分野におい

ては官民連携が進展し、企業活動が社会に与えるインパクトの大きさも広く認識されるようになっ

ている。 

一方、人道支援は、活動範囲が広く公共性が高いことから、行政機関や国際機関が担うものと

いう印象が依然として強い。しかし実際には、民間企業はこれまでも人道支援分野において重要

な役割を果たしており、技術やノウハウを活かした革新的な手法を提供してきた。今後、民間企業

の関与や貢献は、さらに拡大していくことが期待される。 

こうした問題意識のもと、本学会では、第 1回大会では通信業界、第 2回大会ではロジスティク

ス業界からスピーカーを招き、民間企業の立場から人道支援への関わりとその可能性について

知見を共有していただいた。第 3 回大会となる今回は、第 2 回大会後にも多くの要望が寄せられ

た建設業界を取り上げる。 

人道物資を迅速かつ大量に輸送するためには、道路をはじめとするインフラの応急的復旧が

不可欠であり、その後の復興段階においても、建設業は人道支援から復興に至るまで長期的に

関与する重要なアクターである。また、防災への取り組みは、人道支援が必要となる事態を予防、

あるいは被害を軽減する上で重要な役割を果たしている。 

本セッションでは、登壇企業各社による防災および人道支援の取り組みを共有するとともに、今

後の人道支援分野における企業連携の可能性について、参加者を交えた意見交換を行う。 

 

◼ 発表者の発表内容・略歴、およびファシリテーター、コメンテーターの略歴 

【発表者】 

平田  孝行 ／ ひらた たかゆき 

株式会社大林組 コーポレート・コミュニケーション室・室長 

（略歴） 学習院大学法学部卒業後、1993年株式会社大林組入社。主に経理、財務、経営企画業

務に従事。2021年 4月大阪本店経理部長、2024年 11月現職。 

 

災害発生時の大震災、東日本大震災、熊本地震、能登半島地震など、多くの災害復旧に取り組

んできましたゼネコンの役割と、弊社の災害復旧の取り組みについてご紹介させていただきます。

小職入社後だけでも、阪神淡路。有事の際に、諸官庁の要請に基づいて、早急にインフラを復旧

できるよう日頃から体制を整備し、訓練も実施しています。 

 



中里 寿光/ なかざと としみつ 

株式会社中里組 代表取締役社長 

（略歴）法政大学卒業後、鉄鋼関係の商社に入社し営業職として勤務。2016 年に株式会社中里

組に入社、2023年に株式会社中里組代表取締役、関連会社である㈱リブレ代表取締役に就任。 

1級土木施工管理技士、1級舗装施工監理技術者 

 

中里組は昭和 24 年の創業以来、埼玉県内の様々な公共土木事業を手掛け、地域からの信頼を

築いて参りました。具体的には地盤改良、道路、橋りょう、河川、上下水道工事などです。そのよう

な経験を踏まえ、今回のセッションでは、防災や支援分野での地元ゼネコンの役割について紹介

いたします。 

 

菊地 主眞（きくち かずま）  

応用地質株式会社 防災インフラ事業部 東京営業所 

（略歴）新潟大学経済学部卒業後、2020 年に応用地質株式会社へ入社。防災・インフラ分野の営

業・事業開発に携わり、人工衛星画像やドローン等を活用した災害対応サービスを担当、能登半

島地震では液状化被害や石垣崩落への対応に従事した。現在は、AI を活用した企業向け防災・

危機管理サービス「OYONAVI」を通じ、企業の災害対策支援に取り組んでいる。 

 

2024年 1月 1日に発生した能登半島地震では、発災当日から技術者を現地に派遣し、被災地域

の地盤状況調査や液状化・斜面崩壊の評価、道路・河川などインフラの緊急点検を実施した。あ

わせて自治体等と連携し、復旧に向けた地質リスク評価や安全確保のための技術支援を行った。

本発表では、能登半島地震における災害対応の取り組みとその技術的背景に加え、今後の人道

支援への貢献や、官民・産学連携による災害対応モデルの可能性について紹介する。 

 

【ファシリテーター】 

堀江正伸 / ほりえ まさのぶ 青山学院大学地球社会共生学部 教授 

（略歴）大学卒業後、建設会社で主にODA案件に従事。その後、国連世界食糧計画 (WFP) に転

じスーダンやアフガニスタンで人道支援に従事。2017年より大学教員となり、2022年より現職。 

 

◼ セッションの流れ （14:45-16:15） 

14:45 – 14:50 セッションの趣旨説明 

14:50 – 15:10 発表１：平田 孝行 （株式会社大林組） 

15:10 – 15:30 発表２：中里 寿光 （株式会社中里組） 

15:30 – 15:50 発表３：菊池 主眞 （応用地質株式会社） 

15:50 – 16:10 質疑応答、意見交換 

16:10 – 16:05 まとめ 


